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PRESS RELEASE 

宇佐の企業がベトナムの感染症制御へ挑む！  

 

国際協力機構（JICA）は「中小企業海外展開支援事業～基礎調査～」においてアドテック株式会

社（大分県宇佐市、渡辺幹雄代表取締役）が提案する「感染症迅速体外診断キット製造事業基礎調

査」（ベトナム）を採択しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この調査は、我が国の中小企業を対象とした「中小企業海外展開支援事業～基礎調査～」と

して実施されます。 案件化調査は、途上国の開発ニーズと日本の中小企業の優れた製品・技術

等とのマッチングを行い、製品・技術を ODA事業に活用するための 情報収集・事業計画立案等

を支援することを目的としたもので、2012年度から実施されており、2015年度分は昨年 9月に

公示を行いました。 40件の応募のうち 17件が採択され、今後の契約交渉を経て契約に至った

ものから、順次調査を実施します。 

参考：（プレスリリース）基礎調査 2015年度公示の採択結果について 

URL： http://www.jica.go.jp/announce/notice/fs/ku57pq00001pm6r5-att/fs_20150904_result.pdf 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA九州国際センター 担当： 土屋 TEL 093-671-8204 

JICA国内事業部中小企業支援調査課 担当 橋本（案件・広報担当） 

TEL 03-5226-3243 e-mail：pdtfs@jica.go.jp 

 

近年経済成長が著しいベトナムですが保健環境整備は未だ十分でなく、感染症においては発症

後の治療に加え予防対策の強化が望まれています。有病率が高いと言われるＢ型肝炎はベトナ

ム政府による新生児へのワクチン接種が進む一方、免疫獲得を確認する抗体検査が十分に実施

されておらず、その効果やウイルスの保有率に関する正確な情報が不足している状況です。 

今回アドテック株式会社がベトナムへ提案する迅速体外診断キットは、独自の設計によりわず

か 5～15分で病原体の有無を測定でき、電力や水を必要とせず取り扱いも簡便、さらに他製品と

比べて安価であることが特長です。本キットが普及しＢ型肝炎対策が進展することを目指し、今回

の調査ではベトナム環境下での安全性や正確性の評価、輸送や保管方法の検証、医療機関での

診療状況の把握、製造・販売許認可に関する情報収集などを行います。 

 

B型肝炎ウイルス検査キット 

 

 

 

  

 
B型肝炎ウイルス検査キット ベトナム関係者との集合写真 
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